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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び

申し上げます。

当中間期（平成17年4月1日～平成17年9月30日）における日本

経済は、民間設備投資が増加してきているものの、雇用情勢には

依然として厳しさが残っており、個人消費は緩やかな増加に止

まっております。海外では、米国及び中国を中心としたアジア経

済が堅調に推移しましたが、欧州主要国の経済は、個人消費の伸

びが低調なこともあり、景気回復の足取りは鈍く推移しました。

さらに今後は、全世界的に原油価格高騰による景気への影響が懸

念されます。

このような状況下、当社は、各分野において積極的な事業展開

と事業領域の強化・拡大に努め、その結果、当中間期の連結売

上高は、1兆3,035億円、利益につきましては、営業利益600億円、

税引前利益635億円、当期純利益は331億円となりました。なお、

前年同期との比較では減益となっておりますが、これには富士ゼ

ロックス厚生年金基金の代行給付返上に伴って前年同期に計上

した一過性の益が大きく影響しております。

当中間期の配当金につきましては、1株当たり12円50銭に決め

させていただきました。

イメージングソリューション部門では、カラーフィルムやデジ

タルミニラボの分野が厳しい事業環境にありますが、重点分野と

位置付ける「デジカメプリント」が、デジタルミニラボ「フロン

ティア」の普及と、「カンタン・キレイ・色あせない」という当社

デジカメプリントの特長の強力な訴求により、国内外で大幅に拡

大し、カラーペーパーの販売数量の増加に寄与しました。デジタ

ルカメラでは、最高感度ISO1600で手ブレ・被写体ブレに強く、

暗いところでもきれいに撮れる「FinePix F10」と薄型スタイリッ

シュモデルの「FinePix Z1」が市場で高い評価を得ました。レン

ズ付フィルムは、北米市場において大手取引先向け供給が拡大し

販売が好調に推移しております。

インフォメーション ソリューション部門では、「フジタック」

「WVフィルム」等のフラットパネルディスプレイ材料製品の売上

拡大が続いております。既存工場の生産設備の増強や、生産子会

社「富士フイルム九州（株）」の建設などを通じ、急ピッチで生産

能力を拡大し、急増する需要に総力をあげて対応しております。

医療画像事業では、FCRやドライイメージャーなど機器製品の販



して有効に活用し、デジタルプリンティング市場の拡大にも取り

組んでおります。

当社は、現在、中期経営計画「VISION75」で掲げた基本戦略

に沿って、様々な課題に対する取り組みを着実に推進しておりま

す。ライフサイエンス事業の基盤強化を担う「富士フイルム・シ

ミック ヘルスケア（株）」の設立、化学薬品事業部の新設、富士

ゼロックスの国内営業体制一新によるサービス事業の強化など

は、新たな成長に向けての取り組みの一例です。

また、写真感光材料やフラットパネルディスプレイ材料の生産

拠点である足柄工場と小田原工場の組織を機能毎に一元化し、

新たに「神奈川工場」としてスタートさせるなど、事業構造の変

化に対応した、より効率的で競争力の高い生産体制の構築に向

けた構造改革も加速させております。

今後さらに、連結経営の強化も含めた諸施策を推し進め、強固

な経営基盤の確立と競争力の強化・成長を実現し、株主価値の

向上を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご

鞭撻を賜りますようにお願い申し上げます。

代表取締役社長・CEO

売が堅調に推移するとともに、医用画像情報ネットワークシステ

ム「SYNAPSE」の販売も着実に増加しております。また内視鏡

製品では、「経鼻内視鏡」を中心に順調に売上を伸ばしておりま

す。印刷システム事業では、需要が旺盛なCTPプレートの販売が

拡大しました。さらに、新規連結子会社に「FUJIFILM Sericol UK

Limited」を加え、産業用インクジェット用インクなどの分野にも

事業領域の拡大を進めております。記録メディア事業のミッドレ

ンジ系データストレージテープ並びにDVDディスクは、熾烈な競

合状況の中で、市場の拡大を背景に売上を伸ばしました。

ドキュメントソリューション部門では、カラー複合機の上位機

種である「DocuCentre C6550I/C5540I」が好調に販売台数を伸ば

したほか、カラー高速機、モノクロ低速機の複合機に加え、低価

格カラー機のレーザープリンターの欧米向け輸出が増加しました。

また、アジア・中国地域を中心に、コンピュータープリンティン

グシステムやデジタル印刷市場向けのオン・デマンド・プリン

ティングシステムの販売台数も大幅に伸びました。アジア・パシ

フィック地域の4拠点に前年度開設した「epicenter」を、収益性

に優れた次世代のデジタル出力のビジネスモデルを構築する場と



フィルムで培ったノウハウをデジタルカメラに応用
デジタルカメラは買い換えユーザーの増加とともに、ただ撮

れるだけではなく、「暗いところでもキレイに撮れる」「ブレな

いでキレイに撮れる」ことが求められるようになってきました。

こうしたニーズを満たすために富士フイルムが選択したのが、

「高感度化」です。

感度とは、カメラ（フィルムやCCD）が光を感じる能力の

こと。感度が高いほどたくさんの光を捉えられます。そのため、

高感度にすると、暗いところでもノンフラッシュで、背景もキ

レイに撮れるようになるのです。
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撮りたいものが撮れる！

富士フイルムだから実現できた

デジタルカメラの高感度×高画質

また、高感度にすることによって、速いシャッタースピード

で撮影できます。これにより、撮影時にカメラが動いてしまう

ことで起こる「手ブレ」のほか、被写体が動くことによって起

こる「被写体ブレ」も軽減できます。「被写体ブレ」は、メカ

的なブレ軽減機能では抑えることができません。高感度デジタ

ルカメラだから可能になった新たな付加価値です。

長年にわたりフィルム市場で培ってきた高感度化のノウハ

ウと発想を応用し、“撮りたいものが撮れる”デジタルカメラ

を作り上げました。

高感度だから、ノンフラッシュで雰囲気を生かした撮影ができます 高感度だから、動いている人も速いシャッタースピードで
ブレずに撮れます

背景までキレイに写る
動く被写体もブレない

「ブレない、暗いところでもキレイに、撮りたいものが撮れるデジ

タルカメラとは？」徹底的なユーザー調査と技術開発を通じて

完成した高感度デジタルカメラ「FinePix F10」「FinePix Z1」

は、幅広い層に支持され、“高感度デジタルカメラ”という新領

域を切り拓きました。今後更にラインアップを広げ、“高感度・

高画質No.1= FUJIFILM・FinePix”を打ち出していきます。
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新開発の「リアルフォトテクノロジー」が
“高感度で高画質”を実現
これまでのデジタルカメラは、一般的に感度を高くすると、ノイズ

（ざらつき）が目立つという問題がありました。

そこで、高感度でも高画質で撮影できるようにと開発されたのが、

「リアルフォトテクノロジー」です。高精細の明るい「フジノンレンズ」、

八角形の画素形状によって高感度・高画質が得られる「スーパーCCD

ハニカムTM」に加え、ノイズを徹底的に排除した画像処理システム「リ

アルフォトエンジン」を新開発。これにより、高感度でもノイズの少な

い美しい写真が撮影できます。

“高感度で高画質”な「FinePix」は、失敗写真の削減だけでなく、これま

で難しかった室内・結婚式・イルミネーションなどでも、自然な雰囲気の

ままに撮影できるようになり、撮影領域の拡大にも寄与しています。
高感度での撮影時に発生するノイズを低減。高感度でもキレイ
に撮れます

従来のデジタルカメラ 富士フイルムの
高感度デジタルカメラ

高感度で
高画質

高感度デジタルカメラのラインアップ充実！
撮った後は「お店プリント」でキレイに残す
今秋、富士フイルムは、高感度デジタルカメラのラインアッ

プを強化。レンズ交換なしに広角から望遠までカバーし、デ

ジタル一眼レフカメラにはない動画撮影機能を搭載した高感

度ネオ一眼デジタルカメラ※「FinePix S9000」「FinePix S5200」を

発売し、ご好評いただいています。また、「FinePix F10」は

シャッター優先AE／絞り優先AE機能を追加した「FinePix 

F11」に、デザイン性に優れた「FinePix Z1」は最高感度ISO1600

を実現した「FinePix Z2」へと進化しています。

これからも当社独自の“高感度”という特長にフォーカス

した新商品作りに注力し、“高感度・高画質No.1=FUJIFILM・

FinePix”を追求していくとと

もに、高感度デジタルカメラ

で撮った画像をフジカラーの

お店でキレイに写真に残す

「お店プリント」の拡大も強

力に進めていきます。

・38mm～380mmの10倍ズーム
レンズ

・28mm～300mmの10.7倍ズーム
レンズ
・一台であらゆるシーンを撮影可能

・キズ・コスレに強い強化ガラスを
採用した2.5型液晶モニター搭載。
高精細な約23.2万画素を実現し、
明るさも従来比30%アップ
・赤外線通信機能付き

・高速起動、連続撮影約500枚など、
基本性能も充実
・シャッター優先AE／絞り優先AE
機能搭載

9メガ高感度9メガ高感度ネオ一眼
デジタルカメラ入門機
ネオ一眼
デジタルカメラ入門機

薄型スタイリッシュ
モデル

コンパクトな
スタンダードタイプ

●富士フイルムの高感度デジタルカメラのラインアップ

※レンズ一体型・電子ビューファインダー搭載のデジタルカメラの呼称
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斬新なアイディアと独自技術で躍進する

内視鏡事業

内視鏡検査は苦しくない！
鼻から入れる極細内視鏡の登場
フジノンの内視鏡事業への進出は、1971年。産業用レンズ

などで培った精密光学技術を生かし、光ファイバーの先端に

高画質・高性能レンズを搭載した高精度な内視鏡を提供して

きました。また、1984年には世界初の電子内視鏡を開発し、

画像診断のデジタル化にも寄与しています。

2000年に発売された「経鼻内視鏡」は、今、内視鏡で最も

注目を集めている製品のひとつです。

この製品は、内視鏡の先端径を5.9mmまで細くし、鼻から

入れることで、口から入れたときに伴う嘔吐感を感じることな

く、検査を進めることが可能です。また、口からの場合と比べ

“胃カメラ”として知られている内視鏡。ここ数年、内視鏡診

断は目覚ましく発達し、市場規模も拡大しています。富士フイ

ルムグループの総合光学機器メーカー、フジノンは、独自の精

密光学技術に高解像度・高感度「スーパーCCDハニカムTM」

や高度な画像処理技術「Image IntelligenceTM」などを組み

合わせて、次々と患者さんへの負担が少なく医師が使いやすい

内視鏡を製品化し、医療分野に貢献しています。

世界初！ 小腸全域の検査・処置を可能にした
ダブルバルーン電子小腸鏡
2003年、世界で初めて発売されると、医学界で大きな反響

を巻き起こしたのが、フジノンの「ダブルバルーン電子小腸

鏡」です。

小腸は、全長が7mと長い上に体内で固定されていません。

そのため、小腸の内視鏡検査は、小腸の動きに合わせて内視

鏡を挿入したり押し込むといった方式で、患者さんにとっては

苦痛を伴うものでした。そんな実態に疑問を抱いた自治医科

大学消化器内科山本博徳医師は、内視鏡に2つのバルーンを

取り付け、これを膨らませたり縮ませたりして、小腸全域を観

察する方法を発案しました。

このアイデアの製品化を

担ったのが、フジノンです。

「ダブルバルーン電子小腸

鏡」は小腸全域の検査を可

能にし、小腸の病気の早期

発見にも貢献しています。

また、内視鏡から挿入した

鉗子で組織の切除や採取

などの処置もでき、患者さ

んの体力的な負担が軽減で

きます。

▲「ダブルバルーン電子小腸鏡」は、日本経
済新聞社が年一回、特に優れた新製品・
サービスに対して表彰する「2004年日経
優秀製品・サービス賞最優秀賞日経産業新
聞賞」を受賞

フジノンが変える医療分野
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て麻酔も微量で済むため、患者さんの体への負担

も軽減され、検査後すぐに通常の生活に戻ること

ができます。

これら身体的負担の軽減のほか、医師と患者が

対話しながら検査を進めることができ、“安心・安

全”な医療の実現に貢献しています。

コンピュータによる高精密制御によっ
て、内視鏡外科手術用の処置具（鉗
子）を操作。医師の負担が軽減され、
高度な手術が可能になります。

フジノンでは、コンピュータを使った鉗子システムの開発や
富士フイルムグループの持つ画像処理技術を駆使した
高度画像診断支援技術の開発にも力を入れています

内視鏡の撮影画像を簡単な操作
で見やすい波長に変える機能で、
病巣の早期発見に貢献します。

＊（株）東芝と慶応義塾大学医学部が中心
になって開発した技術をベースに、フジ
ノンと瑞穂医科工業が共同で製品化

中鼻道

舌

フジノンの経鼻内視鏡 従来の内視鏡

先端径を5.9mmと細くしたので、無理なく鼻からの挿入が
可能。内視鏡が舌根に触れないので、咽頭反射（嘔吐感）が
ありません。

先端径 5.9mm 先端径10mm

93%の患者さんが次回も「経鼻内視鏡」検査を
希望しています

Q.次回の内視鏡検査は
　 どの方式がよいですか？

鼻から

93％

口から
4％

その他
3％

病巣の早期発見・早期治療に貢献
内視鏡の需要がますます拡大
病気の早期発見・早期治療がますます重要視されるように

なり、バリウム検査などでは見つかりにくい病巣を発見できる

内視鏡検査が注目を集め、開腹しなくても処置できる内視鏡

外科手術のニーズが高まっています。また、健康診断に内視

鏡を取り入れる医療機関も増加しており、今後その傾向はよ

り一層進んでいくと考えられています。

フジノンは、大学をはじめ、医師や医療機関、医療機器

メーカーなどと協力しながら、他社では実現できないオンリー

ワンの製品を開発し、医療の質の向上・発展を支えていきま

す。

●「経鼻内視鏡」検査が受けられる病院・施設は……

ホームページ http://hanakara.jp/ TEL  0120-87-9274

●コンピュータ支援鉗子システム ●内視鏡画像診断支援機能
「FICE（Flexible Spectral
Imaging Color Enhancement）」

出雲中央クリニック
院長 宮脇 哲丸さん

「経鼻内視鏡」検査は、医師も患者もリラックスした状態で、対話をしなが
らゆっくり観察することができ、病巣の早期発見にもつながります。当院で
2002年12月から2004年5月までの間に経鼻内視鏡検査を受けた約
2000人に、次回「口から」と「鼻から」のどちらの内視鏡検査がいいかを
調査をしたところ、93%が「鼻から」と回答しています。この数字からも
「経鼻内視鏡」の良さを理解していただけるのではないでしょうか？

＊千葉大学フロンティアメディカル工
学センターが開発したアルゴリズム
を使ってフジノンが製品開発

元の食道画像 「FICE」処理した
食道画像



新時代のワークスタイルを提案

富士ゼロックスの事業ビジョン「Open Office Frontier」の実現を支える

ICカードによるドキュメントサービス
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「ドキュメント」を中心にさまざまなサービスを提供する富士ゼロックスは、事業ビジョンに「Open

Office Frontier」を掲げて新たなオフィスソリューションの提供を開始しました。そのひとつとして、

ICカードを使ったサービスモデルを構築し、ユビキタス時代における組織・空間・時間を超えた新し

いワークスタイルを提案しています。

組織・空間・時間を超えた「ドキュメント」のハンドリング環

境の実現に向かって、すでに試験的に開始している取り組み

の一例をご紹介します。

文書出力の「いつでも」「どこでも」を実現する
ICカードによるドキュメントソリューション
富士ゼロックスは、ICカードを使ったドキュメントサービス

を、「Open Office Frontier」を具現化するための重要なソ

リューションのひとつとして位置付けています。

組織や企業間の壁を超えた開かれたオフィスを実現するた

めには、セキュリティ機能の整備が必要不可欠です。IDなど

の情報を登録したICカードを活用することで、システムが個人

認証した場合にのみ、コピー・プリント・FAXなどを搭載した

富士ゼロックスが掲げる事業ビジョン
「Open Office Frontier」
お客様が、組織や企業の間で人々のコラボレーションの障

害となるさまざまな壁を取り除き、生産性を高め、「フロン

ティア精神」を発揮して、新たな価値を創造できる環境。そ

のような開かれたオフィスを実現していくことが、富士ゼロッ

クスの事業ビジョン「Open Office Frontier」に込められた意味

合いです。

ブロードバンドの普及による本格的なネットワーク社会の到

来を受け、富士ゼロックスは「Open Office Frontier」の具現

化への取り組みを加速させています。“社内外のさまざまな

ネットワークを使って、必要な「ドキュメント」を、必要な

「場所」で、必要な「時」に、安全にやりとりする”といった、
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デジタル複合機が提供する、ドキュメントサービスの利用が可

能となります。

富士ゼロックスのドキュメント活用環境とICカードが連携

すれば、「いつでも」「どこでも」文書のやりとりを円滑に行う

ことができます。安全の点では、作成した文書や受信したFAX

を、デジタル複合機に個人のICカードをかざしてはじめて出力

する、こうすれば第三者による文書の取り違えや機密漏洩の

防止もできます。また、ICカードと文書管理システムとが認証

を果たすことにより、社内であればどこにいても、あるいは将

来的に街のコンビニエンスストアなどでも、文書をやりとりす

ることができるようになります。更に、この文書管理の認証

サービスに、富士ゼロックスが独自に開発した「電子ペーパー」

技術を組み合わせれば、ICカードに登録した文書のサムネイル

（縮小画像）をカード上の電子ペーパーに表示することが可能

になります。ICカードには文書データ本体ではなく、文書管理

システム内の格納先情報だけを保存する仕組みのため、ICカー

ドを紛失しても文書を読み取られる心配はありません。

この他、このICカードに電子マネー機能（Edy）搭載のFeliCa

（フェリカ）を採用すれば、課金・決済を行うことも可能になり

ICカードを使ったドキュメントサービス
～自動認識総合展（参考出品）より～　

ICカードを複合機に設置
されたカードリーダーに
挿入する

パソコンのカードリーダーに
ICカードを挿入する

複合機でスキャンした文書が
パソコン画面上に呼び出され、
プリントができる
ICカードの情報、E-Paper○の表示
は消去される

富士ゼロックスは、複写機に利用されている
有機光導電材料と液晶表示材料を組み合わせ、
瞬時に表示内容の書き換えが可能な光書き込
み型E-Paper○を開発しました。このE-Paper○

は、一万回以上の書き換えが可能で、一度書
き込んだら無電源で表示可能です。これをIC
カードに搭載し、ポイントカードの情報表示や
ゲストカード・入館証の発行などに利用分野を広げていきます。

ます。このサービスは、2005年4月より、慶應義塾大学（藤沢

キャンパス・日吉キャンパス）の大学生協で導入が開始されて

おり、大学内に設置された複写機の利用や決済は、大学生協

とANAマイレージクラブ・キャンパスカードのタイアップによ

る電子マネーEdy付ICカードで行われています。

富士ゼロックスはこれからもドキュメント領域のリーディン

グカンパニーとして、ICカードを使ったドキュメントサービス

のみならず、「Open Office Frontier」を具現化する新たなワー

クスタイルの提案を続けていきます。

※2005年9月14日～16日開催

富士ゼロックス独自の電子ペーパー
「光書き込み型E-Paper○」技術で
ICカード内の情報を可視化

R

R R

R

文書をスキャンする
スキャンした文書は、Web対応情報
共有ソフトウェア「DocuShare」に
格納。ICカードには格納先のアドレ
スが保存され、E-Paper○に文書のサ
ムネイルが表示される

R
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写真の価値を伝える企業メッセージTVCM

PHOTO IS

2005年10月より新たにスタートする「PHOTO IS」シリー

ズは、写真の持つさまざまな価値を「PHOTO IS ○○○

（写真は○○○）」というシンプルなコピーで、できる限り多

く、具体的なメッセージを世の中に紹介・発信している

TVCMです。

『写真』には人それぞれの「思い」によって無数の価値

があり、またそれは「世代」によっても違うものです。そし

て、写真は時に、勇気、元気、笑顔を与えてくれます。

写真が持つその多様な価値や素晴らしさをストレートな

メッセージで訴えることにより、多くの方々に「写真を撮

ること」「写真で残すこと」の大切さを伝えていきます。

富士フイルムは、写真文化の発展の一翼を担うべく、さまざまな活動
を行っています。2004年より、「写真の価値を伝える」企業メッ
セージTVCM「一枚の写真」「あしたに続く写真」シリーズを展開し
てきました。2005年10月からは、新シリーズ「PHOTO IS」を放
映、かけがえのない写真の価値を発信していきます。

PHOTO IS PEACE

ジョン・レノンの名曲「イマジ
ン」※に乗せて、二人の大切な
思い出の写真を紹介。それぞ
れの写真への思いをオノ・
ヨーコさん本人が「PHOTO
IS」というワードを使って優し
く語りかけます。

※日本の企業CMで「イマジン」
の原曲使用は今回が初めてです

「無数の写真の価値」の
メッセージ発信にふさわしい

「ジョン・レノン＆オノ・ヨーコ」

PHOTO IS YOU

PHOTO IS MESSAGE

PHOTO IS LOVE
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富士フイルムは、薄型テレビ市場において液晶ディスプレ

イと並んで需要が拡大しているプラズマディスプレイ向けに、

パネル本体から発生する電磁波を防ぐ「電磁波シールドフィ

ルム」を開発しました。

当社の「電磁波シールドフィルム」は、これまで写真・印

刷・医療などで培った銀塩写真技術を応用して開発したもの

で、電磁波シールド性と画質を向上させる透過率に優れてい

ます。その上、現像された銀の黒みを生かすことで、画面上

でのリアルな黒色表現を可能にしました。シンプルな製造工

程であるため、コストダウンと安定供給が可能です。更にロー

ルフィルム状で供給できること、加工が容易であることなどで

も大いに注目を集めています。

プラズマディスプレイ用材料事業に進出

電磁波シールドフィルム

今後、量産のための開発を更に進め、2006年より本格的に

事業展開を図り、液晶ディスプレイ用材料である「フジタッ

ク」「WVフィルム」などと合わせて、フラットパネルディスプ

レイ材料事業の更なる拡大を目指します。

富士フイルムは、中国で2拠点目の刷版生産工場「富士膠

片印版（蘇州）有限公司」（2007年3月稼働開始予定）を設立し

ました。急拡大が進む中国での刷版需要を満たすとともに、

アジアなどへの輸出拠点として活用していきます。

また、販売現地法人「富士星光印刷器材（上海）有限公司」

を中国印刷科学技術研究所との合弁で設立し、2005年4月1日

より営業を開始しました。広い市場を持つ中国において、お

客様の幅広いニーズに素

早く対応するとともに、

材料・機器・サービスを含

めたトータルソリューショ

ンを提供していきます。

中国における印刷システム
事業分野の投資を加速

▲「富士膠片印版（蘇州）有限公司」完成予想図

富士フイルムは、来年の株主総会の承認を条件として、会

社分割方式により、来年10月1日をもって持株会社制へ移行

すべく、その準備に入ることを決定しました。これは、中期

経営計画「VISION75」における3つの基本戦略の中に掲げた

「連結経営の強化」をより一層徹底していくために、富士フイ

ルムグループ全体としての成長を見据えた新たな経営体制の

確立が必要との判断によるものです。持株会社制への移行に

より、グループ全体を俯瞰した戦略立案や、全体最適の視点

を重視したグループ資源の配分をより積極的に推進していく

とともに、グループ会社のコラボレーション領域の拡大やグ

ループ内人材の人事交流、共通する業務の集約による効率化

を促進し、富士フイルムグループの更なる成長・発展を目指

していきます。

富士フイルムグループ
持株会社制への移行について
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自動核酸抽出システム
「QuickGene-610 L」

最高感度ISO1600で有効画素数630万画素を実現し、「手ブレ・被写体
ブレに強く、暗いところでも背景までキレイに撮れる」と国内外で高評
価を得た「FinePix F10」に、新たにシャッター優先AE／絞り優先AE機
能を追加し、より豊かな写真表現が可能に。またシーンごとの感度の最
適化、動画撮影時の高感度化、液晶モニターの高画質化により、“撮り
たいものが撮れるデジタルカメラ”として、更なる進化を遂げました。

富士フイルム独自の先進的な高分子製膜技術を駆使した「多孔質メンブ
レン」を高分子フィルターとして使用し、前処理した血液など各種サンプ
ルから高速で、高純度・高収量の核酸を自動抽出する「QuickGene」。こ
のニューラインアップとして、一回の処理で従来機の約10倍の核酸抽出が
可能な「QuickGene-610L」が登場しました。同程度のサンプルを処理でき
る他の自動抽出装置と比較して、小型化・低コスト化も実現しています。

高純度・高収量核酸抽出を誇る「QuickGene」に大容量タイプをラインアップ

クオリティだけでなく生産性にこだわるデザインオフィスや出力セン
ター、印刷会社などのお客様に応える、リアル2400dpiの高解像度とカラー
毎分50枚という高速出力を実現。また、赤・青・緑といった2次色の再現
性の向上により鮮やかな発色を実現するEA-HGトナーを採用し、業界標準
のDIC標準色認定と、東洋インキの標準色認定を取得しています。

グラフィックアーツ市場向け
高速、高画質カラー複合機＆高性能専用プリントサーバー

FinePix F11

新製品

“高感度デジタルカメラ”という新領域を切り拓いた「FinePix F10」に
マニュアル撮影機能が加わって、パワーアップ！

＋＋富士ゼロックス DocuColor 5065P Print Server UP
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富士フイルムグループは、CO2排出削減のため、重油から天然ガスへの燃料転換を進めています。

これまでに富士フイルム神奈川工場足柄サイト・神奈川工場小田原サイト・富士宮工場で天然

ガス化を推進。更に富士フイルム吉田南工場、富士フイルムオプトマテリアルズ、富士フイルム

九州の3生産拠点でも、各工場内に高効率型天然ガスコージェネレーション設備と天然ガスボイ

ラー設備などを設置し、電気、熱を供給するオンサイト型発電を行います。本事業の推進により、

全設備が稼動する2010年度の3生産拠点のCO2合計排出量を、燃料転換未実施の場合と比較して

約30％削減する計画です。

富士フイルムグループでは、今後も環境諸問題に対する

一歩先行した取り組みにより、“環境品質”の向上に努めて

いきます。

富士ゼロックス深
中国政府から「国家環境友好企業」の認証を授与
富士ゼロックスの中国における生産拠点のひとつである富士ゼロックス深 が、5月26日、中国国家環境保護総局から

「国家環境友好企業」の認証を授与されました。この認証は、環境保護と経済の相互発展の実現を目指している同局が、環

境分野の最高位の表彰と位置づけているもので、日本企業では唯一、また広東省でも唯一という名誉ある認証授与となり

ました。

認証の審査内容は、①汚染物の排出抑制、 ②環境マネジメントシステム（ISO14001）取

得、③廃棄物再資源化など、環境・管理・製品の3分野、22項目に及ぶもので、富士ゼロック

ス深 における省エネや「廃棄ゼロ」※の達成（2004年12月）、有害物質の削減など、世界トッ

プレベルの総合的な環境保全活動が高く評価されての認証授与となったものです。

富士ゼロックスは、今後も世界の事業拠点での環境保護に貢献する活動を推進していきます。

※富士ゼロックスは、「廃棄ゼロ」の定義を、単純埋め立てが0.5％（重量以下）としています。更に、3カ月連続で
再資源化率99.5％以上の達成を条件にしています。

▲主要工場のひとつ、富士
フイルム神奈川工場足柄
サイトの天然ガスを導入し
たガスタービン発電施設

▲富士ゼロックス深

国内3生産拠点も天然ガス化を推進
～国内の化学系主要工場すべてが天然ガスを採用～

詳細は、ホームページの「社会・環境レポート」
でご覧いただけます。

http://www.fujifilm.co.jp/eco/
〈資料請求も受け付けています〉



連結

■貸借対照表

■損益計算書

（資産の部）

（負債の部）

（資本の部）

科 目

科 目

流 動 資 産

流 動 負 債
固 定 負 債

資 本 金

売 上 高

資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

税 引 前 利 益
中 間 純 利 益

資 本 合 計

営 業 利 益

負債及び資本合計

そ の 他

少数株主持分

投資及び長期債権

資 産 合 計
有形固定資産及びその他の資産

平成17年度中間期 平成16年度中間期

平成17年度中間期

1,369,080

732,178
261,792

40,363

1,303,580

68,135
1,821,132

63,556
33,114

1,901,229

60,014

3,006,281

△28,401

111,082

431,000

3,006,281
1,206,201

平成16年度中間期

1,485,798

721,646
328,830

40,363

1,252,925

68,135
1,768,979

105,935
52,706

1,831,348

101,302

2,996,808

△46,129

114,984

381,817

2,996,808
1,129,193

単位：百万円

単位：百万円

注）平成16年度中間期 連結損益計算書には、富士ゼロックス厚生年金基金の代行部分を
　  返上したことにより生じた利益の額が含まれております。

単独

■貸借対照表

（資産の部）

（負債の部）

（資本の部）

科 目

流 動 資 産

固 定 負 債
負 債 合 計

中 間 純 利 益

固 定 資 産

流 動 負 債

資 産 合 計

平成17年度中間期 平成16年度中間期

平成17年度中間期

501,979

41,865
228,476

59,036

354,508

1,454,295
13,335

33,090
31,265
22,521

1,795,505

20,447

1,567,029

40,363

1,293,525

186,610

1,795,505

平成16年度中間期

625,240

39,439
232,999

58,980

395,528

1,414,226
12,972

37,865
31,449
24,190

1,759,540

25,729

1,526,541

40,363

1,134,300

193,559

1,759,540

単位：百万円（単位未満切り捨て）

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

資 本 合 計
負債及び資本合計

そ の 他

■損益計算書

科 目
売 上 高

経 常 利 益
税引前中間純利益

営 業 利 益

単位：百万円（単位未満切り捨て）

財務諸表 平成17年4月1日～平成17年9月30日



■株式の状況

発行済株式数

株 主 数

平成17年度中間期 平成16年度中間期

30,356名

514,626千株

29,737名

514,626千株

■所有者別分布（株式数と比率）

■株価（高値・安値）及び株式売買高の推移

証 券 会 社

金 融 機 関

平成17年度中間期

個人・その他

そ の 他 法 人

　 計 　

外 国 法 人 等

186,315千株（36.2％）

3,028千株（  0.6％）

18,609千株（  3.6％）

41,532千株（  8.1％）

259,881千株（50.5％）

514,626千株（ 100％）

平成16年度中間期

216,392千株（42.0％）

1,667千株（  0.3％）

19,299千株（  3.8％）

44,956千株（  8.7％）

230,876千株（44.9％）

514,626千株（ 100％）

自 己 株 式 5,261千株（  1.0％） 1,436千株（  0.3％）

株価及び株式売買高は、東京証券取引所におけるものです。

株価

株式売買高4,000円

3,500

3,000

千万株
6.0

4.0

2.0

0

5.0

3.0

1.0

'04/10 11 12 '05/1 2 3 4 5 6 7 8 9

株主と株式の概況 会社概要

株主メモ

設 立
資 本 金
従 業 員 数
本 社
東 京 本 社

昭和9年1月20日
40,363百万円（平成17年9月30日現在）
9,144名
神奈川県南足柄市中沼210番地
東京都港区西麻布二丁目26番30号

決 算 期

定時株主総会

公告掲載新聞

名義書換代理人

同事務取扱場所

〒137-8081 
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話（通話料無料）0120-232-711

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本支店

3月31日

6月下旬

日本経済新聞

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

（同送付先）

1単元の株式の数 100株

表紙写真／富田文雄氏撮影（群馬県 上信越高原国立公園 草津白根）

同 取 次 所

単元未満株式の買取請求及び買増請求について

インターネットで当社に関する情報がご覧になれます。
　http://www.fujifilm.co.jp/

本誌は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行の
電話及びインターネットでも24時間承っております。
電話（通話料無料）0120-244-479（本店証券代行部）
　　　　　　　　 　0120-684-479（大阪証券代行部）
インターネットホームページ　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

単元未満株式（1株から99株の株式）の買取請求（ご売却）及び買増
請求（ご購入）については、上記の事務取扱場所・取次所でお取扱
いたしております。ただし（株）証券保管振替着機に株券を預託さ
れている場合には、お取引の証券会社にお申し出ください。

なお、当社は決算公告に代えて、貸借対照表ならびに損益計算書を
当社のホームページ《http://www.fujifilm.co.jp/》に掲載しております。

本誌はアメリカ大豆協会が認定
する環境にやさしい大豆油イン
キを使用しています。

〒106-8620 東京都港区西麻布2丁目26番30号　
電話 (03)3406-2111(大代表)
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